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会長挨拶

司会：小島　真君　指揮：岡　良森君

遠藤君、岡君、加藤君、兼子君、小島君、鈴木君、服部君、

望月君、山口(雅)君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２５/３３　　 　　　７５．７６%　　　　２９/３３　　 　　　８７．８８%

２４/３３　　 　　　７２．７３%　　　　　　　　  　　　　　３３名

委員会報告

ＲＩ会長のメッセージ

平成２６年５月９日�金曜日� 13時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  山本良一　小林　勝　　土屋　巧　　杉山　隆

　　　　　　　加藤正幸　山口雅弘

司会者�  　加藤正幸   �  

①２５周年記念式典予算承認の件�    

　・各会員１人当り　１０,０００円の徴収します。�    

　・特別会計より　１,２００,０００円充当します。�    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認

第１１回理事役員会報告

ロータリーソング  「日も風も星も」

司会：石井和郎君　指揮：土屋　巧君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　この制度は、敷地面積や建ぺい率など一定の条件をクリ

アすれば、本来開発行為ができない市街化調整区域で

の宅地造成が可能になります。基本方針では、東駿河湾

環状道路のインターチェンジ近くの大場、三ツ谷新田、市

山新田の３地区を実施場所として、建築物の条件や自然

環境への配慮など、建設計画に必要な事項を定めました。

企業誘致の事業計画地に近接し、将来の食住近接が図

られる見込みがあり、東駿河湾環状道路のインターチェン

ジに近接し、通勤対応可能な住宅整備により、流入人口

の増加や人口減少対策、地域活性化への寄与が見込ま

れます。

　人口減少は全国的な課題であり、特に静岡県の人口減

少は総務省の昨年のデータによりますと６、８９２人が転出

超過、全国で北海道につぐワースト２位だそうです。

先月、ＮＨＫニュースおはよう日本の放送は伊豆市から「女

性が消える社会」いま何が、のタイトルで伊豆市内から２０・

３０代の女性が急激に減少、この１０年間で１、０００人以上、

３割近くが減少し市内から若い女性が減少したと報道しま

した、この原因は雇用の受け皿となる市内の企業が減少し、

雇用の確保ができなくなり、市外に転出してしまうとのこと

で人口減少に頭を痛めているそうです。

人口減少は労働力にも影響します、建設業界では数年前

より工事の専門的な作業を行う人材が不足ぎみ、牛丼の

すき屋ではアルバイトがいなく店舗が休業、自動車の修理

やドライバーも不足ぎみだそうです。この難問の人手不足

をいかに解決するかです。

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告

ゴルフ同好会

大木拓人さん(日大国際関係学部　吹奏楽部）

宮田悠正さん（　　　　　　　〃　　　　　　　　　　）

幹事　加藤正幸君

①25周年動員リスト提出すみやかにお願いします

４月２８日　遠藤修弘君会員誕生日

入会記念日

幹事　加藤正幸君

スマイルボックス

兼子悦三君：1月17日（金）に1月20日の誕生祝をいただき

ありがとうございました。遅れましたがスマイルいたします。

中村　徹君：手続要覧、クラブ細則が出来上がったようです。

細則委員会と相談して行こうと思います。兼子さん、石井

邦夫さん、よろしくお願い致します。

石井邦夫君：前前前回の出席率100％、皆様の協力に感

謝してスマイルします。

仲原実圭君：すみません！早退させていただきます。

　爽やかな五月晴れの日々です、

先週５月９日には三島市主催の「優

良田園住宅制度の導入に係る

説明会」が行われました。三島

市では県の進める内陸フロンテ

ア総合特区に位置付けられた「優

良田園住宅の建設促進のため

の基本方針」を、県内ではじめ

て策定しました。

今日の料理



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

卓　話

太田政人君

平成２６年�４月４日�金曜日�  １９時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  山本良一　小林　勝　矢岸貞夫　宮澤正昭　　　

　　　　　土屋　巧　　太田政人　杉山　隆　石井和郎

　　　　　　　山田定男　米山晴敏　加藤正幸

司会者　加藤正幸　　オブザーバー　中村　徹　石井邦夫   �  

①クラブ定款の改正について�    

１．第１条６、衛星クラブ、その後続く衛星クラブ、Eクラブに

ついて、関係する記載などは、すべて削除としました。�    

２．第１条、７は第１条６、と変更しました。�    

３．第３条、本クラブの所在地は「三島市及び近郊市町（以

前は三島市、函南町）」と改正しました。�    

４．第４条、目的は２０１０年手続要覧では「ロータリー網領」

でしたが全文改正となりました。�    

５．第５条、五大奉仕部門の５．新世代奉仕が青少年奉仕

と改正されました。�    

６．第７条、会員身分、第４節移籍ロータリアンまたは元ロ

ータリアンのところの、会員候補者の条文が改正されました。

また現会員または元会員の箇所も、一部改正されました。�    

７．第９条、出席、第３節ー出席規定の免除の一部も改正

されました。第５節ー出席の記録も、改正されました。�    

８．第１０条、理事および役員、第４節ー役員もクラブの実

績を踏まえ、会場監督を加えて改正しました。�    

９．第１０条、第５節ー役員の選挙。資格要件の一部が追

加改正されました。�    

１０．第１２条、会員身分の存続。第４節ー終結ー欠席。（a)

出席率。会員は、の一部が改正     

②クラブ細則見直しについて�    

１．第１条、４定足数追加改正�    

２．第２条、理事会、追加改正�    

３．第３条、選挙と任期、第１節と第２節追加改正�    

４．第３条、第５節、改正�    

５．第４条、理事会の任務、第４節、第６節、第７節、第８節

改正�    

６．第５条、会合第１節年次総会、第２節例会改正�    

７．第６条、入会金と会費、入会金を５万円から３万円とした。

会費は従来通りとした。�    

８．第８条、奉仕部門は定款との整合性で追加した。�    

９．第９条、委員会は委員会委員が３年間務めるべきなど、

基本的な考え方を踏襲した。�    

１０．第９条、委員会第１節で従前の委員会と委員会活動

の内容を述べている。�    

１１．社会奉仕委員会は地区との整合性のため環境保全、

青少年奉仕委員会を残したが、従前のハンドべル委員会、

３年目の手紙、東日本大震災復興支援委員会の各委員

会を外したが、早急に会長の指導のもと、クラブフォーラ

ムを開いて、最終的に、理事会の判断を早急に仰ぐ必要

がある。�    

１２．国際奉仕委員会はロータリー財団委員会（地区補助

金委員会）、米山記念奨学委員会が含まれる。タイ放置

自転車贈呈プログラムは次年度会長の意向で次年度は

事業を継続することになった。�    

１３．第１１条、会員選挙の方法第２節の一部を改正した。�    

１４．第１２条、「議事の順序」を追加した。�    

以上、改正または、見直し予定であります。�    

     

第１０回理事役員会報告

去る5月11日は「母の日」でした。私の母は現在9７歳で要

介護１です、病気療養後今は自宅に居りますので私は日々

「老老介護」のまねごとの様なことをしております、毎日が

母の日です。ちなみに、「老老介護」とは被介護者と介護

者がともに65歳以上の高齢者介護のことです。日本の65

歳以上の高齢者の割合は現在約25パーセント人口の4

分の1といわれていますが今後年々この率は急激に増加

していきます。

私としてはたいした介護をしているわけではないですが、

介護は毎日のことで予期せぬトラブルもありストレスが鬱

積してきます、このストレスをうまく発散させることが被介護

者と介護者にとって何よりも肝要ではないでしょうか。私の

ストレス発散は「アユの友釣り」です、６月から釣りのシー

ズンですが、母のデイサービスの日は送り迎えを弟妹に

まかせいそいそと出かけます、清流のせせらぎに足を浸し

蝉の声を全身に浴びながらオトリのアユを操り野アユの

掛かるのを待つ、至福の時です。本日は大アユ釣りの

DVDを用意してきましたが再生機種との相性が合わず再

生できませんでした。アユの友釣りを始めて今年でちょう

ど１０年目ですが、アユ釣りを始める環境は十分ありました

のでこんなに面白いものならもう少し若い時から始めてい

ればと思っています。釣りの中でアユの友釣りが一番面白

いこの魅力に取り憑かれたら抜け出すのはなかなかでき

ないと知人の釣り好きが言っていました、私がよく行きます

西伊豆の仁科川には９８歳の現役のアユ釣り師がいらっし

ゃいます、皆さまも、生涯続けられる趣味として健康維持

ボケ防止として健康寿命を延ばすためにもアユの友釣り

に挑戦してみませんか、興味を持たれた方是非ご一緒し

ましょう。

９月27日　　米山晴敏君

１０月１日　　土屋　巧君

９月28日　　兵藤弘昭君

会員誕生日

入会記念日

今日の料理

職業奉仕活動について

インドで最後のポリオ症例が報告されたのは2011年1

月13日。そしてこの度、ポリオ無発生期間が3年間を経

過し、ポリオ撲滅の認定条件が満たされた同国内では、

30年近くに及ぶポリオとの闘いの歴史的勝利を祝い、

全国の主要建造物に「インドからポリオがなくなった（India 

is polio free）」の文字が大々的に美しく映し出されまし

た。インドで3年間ポリオが発生しなかったことにより、東

南アジア地域全体が世界保健機関（WHO）によって「ポ

リオのない地域（polio-free）」として認定されることにな

ります。

今後の課題は、この成功を隣国パキスタンでも実現す

ること。パキスタンは、アフガニスタンとナイジェリアと

ともに、野生ポリオウィルスが未だ常在する3カ国の一

つです。インドのロータリアンは、自国で成功したポリオ

撲滅キャンペーンでの経験や教訓をパキスタンのロー

タリアンに指導するなどして、隣国でのポリオ撲滅に協

力しています。パキスタンでは、イスラム教徒の親が子

供への予防接種を拒絶するという問題も起きており、イ

ンドのイスラム教コミュニティの有力リーダーから支援

を得る上でロータリーが大きな成果を上げたことを知っ

たパキスタンのロータリアンも、ポリオ予防接種に関す

る誤った噂や情報を正すために懸命に活動しています。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

中村　徹君

委員会報告

クラブ細則検討委員長　兼子悦三君

クラブ研修リーダー　中村徹君

スマイルボックス

太田政人君：本日は卓話です。まとまりに欠けるかもしれま

せんが適当に聞き流して下さい。

石井司人君：早退します。

25周年記念講演会　　　　　　　　　　　　　　　　山口辰哉君

　記念講演会のチラシ・ポスターが出来上がりましたので各

自必要部数をお持ちください。ポスターは自社、取引先等

に掲示をお願いして広報活動にご協力ください。チラシは

相当数用意してありますので配布もよろしくお願いします。

澤田さん祝賀会　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口辰哉君

　4月16日に東京新宿のハイアットリージェンシーで澤田さ

んの叙勲記念パーティーが開かれますが、ご参加いただけ

る方のために澤田さんがバスを用意してくれました。

　8時30分ブケ東海出発、8時45分に三島駅楽寿園北側入

り口付近出発となります。

卓　話（２月２８日）

岡　良森君タラレバからの……"ポリオ"のお話

5月5日、国際ロータリー本部にて、ジョン・ヒューコ国

際ロータリー事務総長と、キャリー・ヘスラー・ラデレッ

ト平和部隊（Peace Corps）事務局長代理が、協力合

意書に署名しました。調印式にはロン・バートンRI会

長や職員が出席。バートン会長はこの正式な協力合

意を歓迎するとともに、両組織の奉仕への献身を称

えました。

合意内容は、ロータリーと平和部隊が、フィリピン、タイ、

トーゴで国際開発とボランティア奉仕を推進する上で、

1年間の試験的プログラムを実施するというものです。

この合意により、ロータリークラブ会員と平和部隊ボラ

ンティアが、互いのリソースと知識を共有し、これら3カ

国での開発プロジェクトでより大きな成果をもたらせる

ようになります。

具体的には、地域奉仕プロジェクトや、地域住民への

教育支援などで協力し、さらに、平和部隊パートナー

シップ・プログラムを通じて、ロータリークラブが小額

の補助金を提供することができます。

代々、ロータリー会員の家庭に育ったヘスラー・ラデ

レット事務局長代理は、「国内外でボランティア精神

を高めていくために、ロータリーとの活動で協力できる

ことを嬉しく思う」と述べました。また、ヒューコ事務局

長は、貧困、識字、疾病、きれいな水と衛生の不足と

いった、暴力や紛争の根源となる問題に対応して、人

びとの生活を向上させることが両団体の共通した目

的であること強調しました。

今回の合意で大きな役割を果たしたのは、米国デン

バー地域の元平和部隊ボランティアでロータリー会

員のスー・フォックスさん、バレリー・ホプキンスさん、

スティーブ・ワーナーさんです。調印式にも出席したこ

の3名は、第5450地区ロータリー・平和部隊協力委員

会のメンバーで、2010年以来、両組織の正式合意を

後押ししてきました。

ロータリー職員で元平和部隊ボランティアのジェシー・

デービスさんは、パナマでの平和部隊の活動に参加

していたときは、常に現地のロータリークラブと協力し

ており、ロータリーが「活動の大切なパートナー」だっ

たと振り返ります。

今回の合意は、両組織の協力を正式なものとしただ

けでなく、すでに進められている協同プロジェクトでも、

さらに協力関係を強化するきっかけとなります。

トーゴでは、平和部隊ボランティアのダニエル・ブラウ

ンさんとデイビット・グーズさんが、ロータリーや米国の

ほかの団体と協力し、恵まれない子どもたちに5,000

個のサッカーボールを寄贈するという活動を実施して

います。さらに、サッカーを通じて、マラリア予防に関

する知識を広めるといったプロジェクトにも取り組んで

います。


